
二
点

三
点

四
点

五
点

六
点

七
点

十
一
点

《

互
選
句
》

〈

紙
上
選
句
〉

〈

投
句
〉

〈

出
席
者
〉

〈

選
者
〉

〈

顧
問
〉

☆ ◎ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆
◎

☆
◎

☆ ◎ ☆
◎

◎ ☆
◎

☆
◎

☆ ◎ ☆

吸
入
の
酸
素
濃
く
な
る
年
の
暮

新
春
や
晴
れ
て
風
な
く
嘉
事
あ
ら
ん

初
春
の
正
気
（

せ
い
き
）

が
伸
ば
す
わ
が
寿
命

雪
止
む
や
画
廊
に
は
か
に
さ
ん
ざ
め
く

(

霜
葉
展
）

冬
の
雨
独
り
草
食
む
輓
馬
か
な

病
終
ふ
妻
に
小
さ
き
淑
気
か
な

五
大
陸
あ
ま
ね
く
照
ら
す
大
初
日

大
寒
や
「

老
人
科
医
よ
」

と
我
が
主
治
医

天
ぷ
ら
の
ご
く
薄
衣
ふ
き
の
た
う

雪
深
々
モ
ノ
ク
ロ
世
界
の
武
家
屋
敷
（

角
館
）

冬
天
を
揺
す
振
つ
て
ゐ
る
ち
ん
ど
ん
屋

野
に
佇
ち
て
か
え
り
み
る
世
や
冬
木
の
芽

生
か
さ
れ
て
生
く
る
幸
せ
去
年
今
年

め
で
た
さ
や
屠
蘇
の
微
醺
の
三
番
叟

器
量
よ
き
柚
子
の
す
り
寄
る
冬
至
の
湯

蠟
梅
や
触
覚
で
嗅
ぐ
香
り
か
な

雪
の
夜
の
一
人
の
言
葉
遊
び
か
な

胸
反
ら
し
軍
鶏
（

し
ゃ

も
）

羽
搏
け
り
初
茜

復
興
の
酒
蔵
か
ら
の
初
荷
く
る

初
湯
し
て
こ
の
一
年
の
四
肢
に
触
る

マ
フ
ラ
ー

を
押
し
上
げ
隠
す
本
音
か
な

初
夢
の
す
る
り
と
溶
く
る
朝
日
か
な

女
の
子
ば
か
り
が
木
登
り
小
正
月

後
ろ
手
の
我
が
影
と
行
く
初
詣

短
日
や
貨
車
長
々
と
橋
渡
る

五
郎
太

猛 猛
紀
久
男

そ
ら
お

盛
雄

昇
健
介

弘
子

保
明

孤
舟

盛
雄

昇
恵
洲

天
牛

亜
也

規
雄

一
灯

紀
久
男

盛
雄

正
明

仝
弘
子

忠
彦

孤
舟

（

忠
・
正
）

（

五
・
龍
）

（

万
・
ゆ
）

（

保
・
亜
）

（

紀
・
三
）

（

紀
・
五
・
三
）

（

恭
・
孤
・
弘
）

（

猛
・
万
・
天
）

（

灯
・
亜
・
天
）

（

紀
・
敏
・
正
）

（

万
・
正
・
天
）

（

堅
・
万
・
ゆ
・
三
）

（

保
・
ゆ
・
允
・
く
）

（

堅
・
紀
・
万
・
青
）

（

堅
・
万
・
灯
・
亜
・
三
）

（

堅
・
猛
・
恭
・
万
・
敏
）

（

万
・
孤
・
ゆ
・
青
・
三
）

（

万
・
孤
・
允
・
啓
・
青
）

（

眞
・
忠
・
万
・
正
・
青
）

（

恭
・
忠
・
孤
・
弘
・
龍
・
く
）

（

眞
・
万
・
孤
・
啓
・
亜
・
天
）

（

恭
・
忠
・
孤
・
五
・
啓
・
天
）

（

眞
・
猛
・
万
・
孤
・
保
・
ゆ
）

（

眞
・
万
・
孤
・
允
・
啓
・
く
・
三
）

　
く
・
亜
・
天
）

（

万
・
五
・
龍
・
敏
・
灯
・
允
・
正
・
啓

（

☆
→
「

初
春
の
正
気
も
て
延
ぶ
吾
が
寿
命
」
）

（

正
…

中
七
→
「

酸
素
重
た
き
」

で
は
？
）

　
　
　
こ
そ
触
覚
も
て
聞
か
む
」
。

香
り
を
嗅
ぐ
こ
と
を
聞
香
と
い
う
）

（

☆
→
「

器
量
佳
き
柚
子
と
触
れ
合
ふ
・
・
・
」
）

（

☆
→
「

三
番
叟
め
で
た
く
屠
蘇
の
微
醺
か
な
」
）

（

☆
→
「

冬
木
の
芽
野
に
佇
ち
て
世
を
省
み
る
」
）

（

☆
→
「

雪
空
を
揺
さ
振
っ

て
ゐ
る
・
・
・
」

正
→
「

凍
て
空
を
揺
さ
振
っ

て
ゐ
る
・
・
・
」
）

川
口
孤
舟

 
 
 
 
 
 
第
三
百
五
十
八
回
　
青
葉
会

渡
邊
盛
雄

今
井
紀
久
男
　
大
林
猛
　
柿
﨑
忠
彦
　
川
口
孤
舟
　
久
米
五
郎
太
　
後
藤
保
明
　
小
西
弘
子

川
合
万
里
子
　
先
生

　

　
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
八
日
（

木
）

　
初
句
会
　
午
后
五
時
半
～

八
時
半
　
丸
紅
来
客
食
堂
（

談
話
室
）

豊
田
ゆ
た
か
　
中
野
一
灯
　
星
田
啓
子
　
山
崎
亜
也
　
山
内
天
牛

山
﨑
青
史
　
山
本
三
恵

赤
田
堅
　
安
部
眞
希
子
　
小
川
恭
延
　
庄
司
龍
平
　
高
橋
敏
郎
　
早
川
允
章
　
福
島
正
明
　
村
田
く
に
子

伊
賀
山
そ
ら
お
　
小
早
健
介
　
朱
牟
田
恵
洲
　
土
谷
堂
哉
　
福
島
正
明
　
古
田
昇
　
宮
内
規
雄

（

☆
→
「

雪
の
夜
を
独
り
の
・
・
・
」
）

（

☆
…
「

が
」

を
ト
ル
）

（

☆
・
正
→
「

初
荷
か
な
」
）

（

☆
…

一
句
の
中
に
「

や
」

と
「

か
な
」

の
よ
う
に
二
つ
の
切
字
を
入
れ
る
こ
と
は
避
け
た
い
。
→
「

蠟
梅
の
香



一
点

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆
◎

☆ ☆ ☆

元
朝
の
レ
ー

ル
遥
か
に
響
き
を
り

い
ざ
往
か
ん
思
ひ
白
々
と
ラ
ガ
ー

マ
ン

巧
ま
ず
に
雪
に
紅
差
す
寺
の
花

短
距
離
を
全
力
疾
走
年
の
瀬
は

咲
き
初
む
る
紅
梅
目
白
来
て
は
翔
つ

芋
美
味
（

う
ま
）

き
畑
の
焚
火
富
士
か
な
た

新
春
の
集
ひ
三
代
二
十
人

鵯
の
嘴
（

は
し
）

に
一
丸
実
南
天

ツ
ン
ド
ラ
の
大
地
果
て
な
し
初
飛
行

初
春
に
適
ふ
鼓
の
初
音
哉
（
「

義
経
千
本
桜
」
）

松
羽
目
に
松
緑
躍
る
松
の
内
（

松
尽
し
）

白
鳥
の
夕
映
え
の
空
着
て
戻
る

鶏
旦
の
朝
日
は
海
を
染
め
始
む

叶
は
ね
ど
夢
語
り
合
ふ
新
年
会

初
句
会
師
の
添
削
を
心
し
て

赤
子
泣
く
魔
除
け
と
笑
ひ
除
夜
の
鐘

初
春
の
陽
射
し
を
浴
び
て
今
年
こ
そ

初
寄
席
や
小
三
治
聴
い
て
ほ
ん
わ
か
に

寒
波
去
り
束
の
間
町
は
寛
げ
り

賀
状
来
る
私
の
名
の
字
間
違
へ
て

お
歳
暮
は
京
都
老
舗
の
竹
箒

シ
ベ
リ
ウ
ス
今
日
こ
そ
似
合
ふ
雪
や
降
る

新
年
会
卒
寿
の
上
司
獅
子
吼
す
る

白
黒
を
付
け
ぬ
性
格
冬
木
立

風
花
の
火
の
見
に
光
る
遠
浅
間

雲
乗
す
る
薄
氷
（

う
す
ら
い
）

鯉
が
鼻
で
押
す

ふ
く
い
く
と
香
る
蠟
梅
母
の
影

故
郷
（

さ
と
）

風
の
雑
煮
に
欠
か
せ
ぬ
鰤
・
穴
子

に
こ
や
か
に
句
友
集
ひ
て
初
歌
舞
伎

贈
ら
れ
し
友
の
句
集
を
読
初
に

受
験
子
の
頬
白
し
ま
だ
幼
な
顔

寒
の
街
ジ
ャ

ン
ヌ
・
モ
ロ
ー

と
聞
こ
へ
過
ぐ

去
年
今
年
飛
び
去
る
時
に
縋
り
つ
き

雪
吊
や
縄
の
ス
カ
ー

ト
風
に
揺
れ

お
け
ら
詣
り
踊
る
火
縄
の
抽
象
画

雪
囲
ひ
真
昼
の
宴
も
仄
暗
し

母
の
死
は
な
ん
だ
か
重
く
牡
蠣
フ
ラ
イ

寒
蜆
小
匙
一
杯
の
だ
し
加
へ

亜
也

規
雄

仝
啓
子

一
灯

仝
ゆ
た
か

仝
堂
哉

仝
恵
洲

仝
孤
舟

仝 仝
忠
彦

猛
紀
久
男

そ
ら
お

仝
天
牛

啓
子

昇
正
明

仝
一
灯

仝 仝
ゆ
た
か

恵
洲

健
介

弘
子

仝 仝 仝
保
明

仝
五
郎
太

（

万
）

（

龍
）

（

忠
）

（

万
）

（

く
）

（

弘
）

（

眞
）

（

天
）

（

眞
）

（

猛
）

（

紀
）

（

弘
）

（

万
）

（

く
）

（

紀
）

（

保
）

（

青
）

（

敏
）

（

紀
）

（

龍
・
亜
）

（

紀
・
万
）

（

紀
・
敏
）

（

万
・
猛
）

（

堅
・
紀
）

（

五
・
允
）

（

万
・
弘
）

（

堅
・
保
）

（

猛
・
敏
）

（

万
・
允
）

（

万
・
孤
）

（

万
・
孤
）

（

紀
・
正
）

（

恭
・
啓
）

（

恭
・
灯
）

（

万
・
灯
）

（

万
・
五
）

（

忠
・
弘
）

（

保
・
青
）

（

☆
…

三
段
切
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
語
順
を
変
え
て
み
た
い
「

獅
子
吼
す
る
卒
寿
の
上
司
新
年
会
」
）

（
「

の
」

は
不
要
）

（

☆
…

下
五
→
「

仄
暗
く
」
）

（

☆
→
「

白
朮
詣
り
火
縄
の
踊
る
抽
象
画
」
「

抽
象
画
踊
る
火
縄
や
朮
詣
り
」
）

　
　
　
　
　
二
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
文
責
　
紀
久
男

（

☆
→
「

雲
の
乗
る
薄
氷
を
押
す
鯉
の
鼻
」
）

　
　
●
次
回
青
葉
会三

月
二
十
四
日
（

木
）

　
　
▲
当
季
雑
詠
五
句
　
投
句
二
句

二
月
二
十
五
日
（

木
）

　
午
后
五
時
半
か
ら
八
時
半
　
 
丸
紅
　
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
（

談
話
室
）

（

☆
…

始
む
→

始
め
）

　
賛
・
尾
上
松
緑
丈



三 二 一
お
ぞ
ま
し
き
テ
ロ
根
絶
の
破
魔
矢
か
な
　
　
　
新
居
齋

雪
が
降
る
あ
な
た
は
来
な
い
燗
悲
し
　
　
　
　
　
仝

暮
れ
の
夢
三
途
を
渡
れ
ば
赤
提
灯
　
　
　
　
　
　
龍
平

　
　
　
|
　
大
鉄
会
１
２
月

話
の
腰
折
ら
れ
て
よ
り
の
寒
さ
哉
　
　
　
　
　
　
仝

千
円
の
熊
手
な
が
ら
も
三
の
酉
　
　
　
　
　
　
　
仝

小
春
日
や
矍
鑠
の
師
の
ベ
レ
ー

帽
　
　
　
　
　
　
仝

け
な
し
つ
つ
東
京
が
好
き
お
で
ん
鍋
　
　
　
　
　
恵
洲

靴
音
の
こ
と
さ
ら
高
し
今
朝
の
冬
　
　
　
　
　
　
仝

弁
天
の
腰
嫋
や
か
に
冬
う
ら
ら
　
　
　
　
　
　
　
仝

髭
面
と
地
酒
酌
み
合
ふ
枯
木
宿
　
　
　
　
　
　
　
仝

冬
麗
の
鳳
凰
堂
や
水
の
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
允
章

　
　
　
|
　
「

萬
緑
」

　
|
　
一
月
号

雲
破
れ
秋
の
陽
白
き
玉
と
な
る
　
　
　
　
　
　
　
仝

敬
老
日
祝
は
る
老
い
の
早
さ
か
な
　
　
　
　
　
　
仝

教
会
の
尖
塔
赤
し
秋
の
坂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恭
延

長
雨
の
上
が
り
し
真
夜
に
流
れ
星
　
　
　
　
　
　
仝

林
檎
の
季
ま
た
巡
り
来
ぬ
師
の
句
碑
へ
　
　
　
　
仝

階
を
成
す
木
の
根
の
小
径
秋
の
汗
　
　
　
　
　
　
仝

二
重
三
重
落
葉
筏
を
漕
ぎ
分
け
て
　
　
　
　
　
　
仝

池
の
面
に
映
る
紅
葉
へ
紅
葉
散
り
　
　
　
　
　
　
仝

朝
寒
や
前
の
め
り
に
急
く
小
学
生
　
　
　
　
　
　
仝

蟋
蟀
の
合
唱
へ
ソ
ロ
明
烏
　
　
　
　
　
　
　
　
万
里
子

・
初
歌
舞
伎
妻
う
っ

と
り
と
玉
三
郎
　
　
　
　
　
忠
彦

・
「

茨
木
」

は
鳴
物
み
ご
と
初
芝
居
　
　
　
　
　
天
牛

　
　
　
　
　
　
|
「

朝
日
俳
壇
」

一
月
四
日
　
　
金
子
兜
太
選

ノ
ー

サ
イ
ド
ラ
ガ
ー

等
の
笑
い
地
に
満
て
り
　
　
仝

　
　
　
　
　
　
|
　
「

Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
」

一
月
号
　
西
村
和
子
選

父
の
木
に
少
年
の
柿
生
（

な
）

り
に
け
り
　
　
　
　
仝

　
　
　
　
　
　
|
　
「

Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
」

一
月
号
　
池
田
澄
子
選

し
ぐ
れ
来
と
ご
婦
人
に
傘
差
し
出
さ
る
　
　
　
　
規
雄

　
　
　
|
　
「

萬
緑
」

　
|
　
二
月
号

冬
あ
た
た
か
成
田
屋
四
代
見
し
自
慢
　
　
　
　
紀
久
男

　
先
代
團
十
郎
五
十
年
祭

稲
穂
飾
り
揺
ら
し
熊
手
が
膝
の
上
　
　
　
　
　
　
仝

浅
草
を
寄
り
添
ひ
行
け
る
冬
立
て
り
　
　
　
　
　
仝

日
時
計
の
影
薄
き
日
も
七
五
三
　
　
　
　
　
　
　
仝

茶
の
花
や
傾
ぎ
て
眠
る
蔵
の
鍵
　
　
　
　
　
　
　
弘
子

嬰
の
笑
み
へ
返
し
て
泣
か
れ
冬
菫
　
　
　
　
　
　
仝

国
旗
よ
り
市
の
旗
低
し
冬
の
雲
　
　
　
　
　
　
　
仝

教
会
の
バ
ザ
ー

姫
柚
子
二
個
十
円
　
　
　
　
　
眞
希
子

午
後
十
時
聖
樹
の
灯
消
え
ま
た
明
日
　
　
　
　
　
仝

お
向
ひ
の
聖
樹
灯
り
ぬ
今
宵
五
時
　
　
　
　
　
　
仝

掻
掘
り
の
底
黒
光
り
冬
日
和
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

掻
掘
り
を
覗
く
項
（

う
な
じ
）

へ
散
紅
葉
　
　
　
　
仝

舗
装
路
の
目
地
へ
微
塵
の
黄
葉
か
な
　
　
　
　
　
仝

一
夜
さ
に
裏
木
戸
埋
め
し
落
葉
掻
き
　
　
　
　
　
仝

満
月
と
明
星
の
間
（

あ
ひ
）

ド
ロ
ー

ン
か
　
　
　
万
里
子

・
播
磨
屋
の
至
芸
に
ひ
た
る
初
芝
居
　
　
　
　
紀
久
男

　
吉
右
衛
門
の
「

石
切
梶
原
」

の
美
々
卯
の
凍
結
酒
、

忠
彦
さ
ん
の
大
吟
醸
「

刈
穂
」
（

秋
田
）
、

小
生
の
純
米
大
吟
醸
「

八
甲
田
」
（

十
和
田

　
弘
子
さ
ん
寄
贈
の
坂
角
の
煎
餅
、

啓
子
さ
ん
の
銀
座
・
甘
楽
の
「

銀
六
」
（

ミ
ニ
・
ド
ラ
焼
き
）
、

天
牛
さ
ん

の
小
椋
佳
の
こ
と
（

五
郎
太
さ
ん
の
同
級
生
）

等
、

話
題
に
上
り
ま
し
た
。

定
で
す
。

あ
と
、

好
調
の
伊
藤
忠
（

利
益
ト
ッ

プ
、

臨
時
ボ
ー

ナ
ス
、

株
価
）
、

日
経
「

私
の
履
歴
書
」

掲
載
中

ま
す
。

尚
、

初
芝
居
見
物
の
集
合
写
真
を
啓
子
さ
ん
が
手
渡
し
さ
れ
ま
し
た
。

社
友
会
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
予

の
合
評
の
コ
ピ
ー

を
お
配
り
し
ま
し
た
。

弘
子
さ
ん
の
絹
漱
論
は
皆
様
に
好
評
で
す
。

ご
希
望
の
方
に
お
贈
り
し

「

萬
緑
」

に
弘
子
さ
ん
寄
稿
の
「

昭
和
の
森
逍
遥
・
川
合
絹
漱
」
、

眞
希
子
さ
ん
の
作
品
の
評
、

青
史
さ
ん
の
句

　
関
係
者
近
詠

　
　
　
　
　
平
成
二
十
八
年
二
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
久
男
記

平
成
二
十
八
年
一
月
句
会
報

　
は
ね
て
か
ら
蕎
麦
の
田
中
屋
（

松
屋
八
階
）

で
歓
談
（

７
名
）
。

す
こ
ぶ
る
良
い
心
持
で
打
上
げ
ま
し
た
。

足
さ
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

松
の
内
の
お
目
出
た
い
気
分
が
味
わ
え
、

吉
右
衛
門
、

玉
三
郎
。

芝
雀
ら
大
看
板
の
至
芸
を
堪
能
し
て
、

皆
様
満

　
正
月
五
日
、

久
し
ぶ
り
の
歌
舞
伎
座
総
見
。

天
牛
さ
ん
始
め
２
０
名
参
加
。

や
は
り
初
芝
居
は
当
劇
場
が
一
番
。

　
席
上
、
「

萬
緑
」

１
月
号
、
「

爽
樹
」

１
月
号
（

創
刊
五
周
年
記
念
号
）
、
「

蘭
」

１
１
～

１
月
号
を
回
覧
。

さ
な
が
ら
出
版
祝
賀
会
の
観
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
灯
さ
ん
が
傘
寿
記
念
に
句
集
「

夜
霧
」

を
上
梓
さ
れ
、

皆
様
に
お
渡
し
に
な
り
、

小
生
の
音
頭
で
祝
杯
を
挙
げ
、

　
初
句
会
は
天
牛
さ
ん
ら
１
２
名
出
席
。

投
句
８
名
。

天
牛
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
で
開
始
。

　雄
さ
ん
が
好
成
績
で
し
た
。

　
猛
さ
ん
の
披
講
で
御
覧
の
よ
う
に
選
者
の
孤
舟
さ
ん
が
最
多
得
点
、

忠
彦
さ
ん
、

弘
子
さ
ん
、

正
明
さ
ん
、

盛

の
鳩
正
宗
）

と
甘
辛
の
銘
品
を
存
分
に
味
わ
い
、

猛
さ
ん
の
詩
吟
も
披
露
さ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
次
第
で
す
。
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